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所長就任挨拶
本年6月14日付を もって、2代目の科学技術
政策研究所長を拝命いた しま した村上です。
当研究所は、本年7月1日で設立以来3年を
経過 したところですが、人材問題や基礎研究
問題、技術予測、地球環境問題、あるいは科学
技術連関モデルや科学技術指標体系の開発
など、活発な調査研究活動を展開 してお り、
若い研究所ではあるが、非常に頑張 っている
とい う印象を持 っていま した。これは研究者
各位 と前所長の並々な らぬ努力と情熱の賜
物であり深い敬意をあ らわす次第です。
この3年間 に培 われ た基 盤 の上 に調査 研究活 動が 一段 と発展 し、名実 と もに、内
外 か ら科学 技術 政策研 究 に関 す る我 が 国の セ ン ター ・オ ブ・エ クセ レンス と評 価 さ
れ るよ うにな りた い もの です。
と ころで 、所 長の 英訳名 は 、いず れの 国立研 究所 もDIRECTOR-GE,N'ERALだそ うです。
グル ープ の皆 さん方 の調査 研 究をDIRECTする意思 を持 って い ない私 と して は 、む
しろ皆 さん 方の 調査研 究 が うま く進 む よ うに環 境 とか 条件 を整 え るのが所 長 の重
要 な業 務 だ と考 えて い ます。1)IRECTOR-GENERALではな く、ADMINISTR,XTORに英訳 名
を代 えて も らいた い と思 って い ます。(7月17日第3水曜 日記)
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総務研究官就任挨拶
このた び総務研究官 た就任 いた しま した高 木喜一 郎で ございます。
科学技 術政策研究 の分野で組織的 な調査研 究を行 って いる機関 と して は我 が国
唯一 の存在で あ る当研 究所 も、設 立以来満3年を経過 し、助走 段階を終 え、いよい よ
腰 を落 ち着 けて本格 的 な活動 に入 ろ うとしてい ると ころで ござい ます。
皆様 もす でに ご存知の通 り、当研究所 は、柔 軟で開かれ た研究所 を 目指 して、国
際研究協力 を積 極的 に行 って お ります。外 国の研究機関 との共 同研 究、フェロー
等 による海外 か らの研究者 の受 け入 れ、各国 の科学技 術行政 官 との意 見交 換、国際
会議へ の出席 な どに見 られ る国際 色の豊 か さは、いわば政策 研の伝統 と して今後
も続 けて参 りた いと思 って お ります。
これ ら国際 関係の業務 のなかで特筆 すべ きもの として、科 学技術政策研 究国際
コ ンファレ ンスの開催が ございます。すで に過去2回(平成2年2月、平 成3年1月)開
催 されてお り、国 内外の科 学技術政策研究 の分野にお ける一流の研究者 が集 い、幅
広 いテーマ につ いて発表 議 論が行わ れてお ります。当研究所 の国 際 ネ ッ トワー
クの構築 や研 究内容 の高度 化、さ らには当研究所 の国内外 の知名度 の向上 に多大
な貢献 を して いる と聞 いてお ります。
過去2回 の成果 を踏 まえ、本年度 の国際 コ ンファレンスの開催 にむ けて、私 もこ
れまでの経験 を生か しっっ、微力 なが ら貢献 して参 りた いと思 ってお りますので、
皆様 の ご指導 、ご鞭燵の ほど、よろ しくお願 い致 します。
野 中総括主 任研究官就任挨拶
このたび当研究所第一研究 グル ープの総括主任研究官 に就 任致 しま した一 橋大
学 の野 中郁 次郎で ございます。
私 は これ まで、組織 にお ける知識 の創造 プロセ スの視点 か ら組織 経営 を研究 し
て参 りま した。技術系研究者 が就 いて お られた本 ポ ス トへの初 めての経 営学 の研
究者 の就任 とい うことで、科学技術 と社会 の関わ りに新 しい視点 を もた らす こと
が出来 れば幸 いで あ ります。さ らに、これ までのマ クロ・パ ースペ クテ ィブの研究
に、ミクロ・パ ー スペ クテ ィブか ら新 たな科学技術政策 とマネ ジメ ン トとの あ り方
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を考えて みたいと思 ってお ります。
現 在欧米 に比 して はるか に高 い競争力を有す る日本の産業技 術は、欧米 との摩
擦 の遠 因 ともな って います。この産業技術 を理論 的に解 明す る ことで、科学技術
政策研究 に何 らか の普遍性を もた らす ことがで きま しょう し、それ によ って 日本
が国際的な貢献 をで きる もの と信 じます。
微力 も省みず高速 な志 しを掲 げて、皆様 と研 究を行 ってゆ きたい と思 ってお り
ます。ご指導、 ご鞭燵 のほ どよろ しくお願 い申 し上 げます。
E]llil近の 動 き/CurrentT・pics
◎ 研究 会等/Research‖leeting
6月19日に「ア ジアのエ ネ ルギ ー消費 と地球 環境 に関 す る調査 研究 会」の将 来 エ
ネル ギー需 要量 設定 の ため の分 科 会(仮称)が開催 され 、FUGIGlobalM。de1によ る
技 術進 歩 ケー ス によ る各 国の エ ネルギ ー需要 量 の試算結 果 につ いて 打合 わせ を 行 っ
た。
◎ 主 要 来 訪 者/ForeignVisitorst◎NISTEP
6/5(水)
/6(木)
/27(木)
DJ◎KOPINTODIRECTOR(PAPIPTEK-LIPI
CentreforAnalysisofscieRceand
TechnologyDevelopment)
DRA.SUMINIABDULSALAi6,M.A(〃)
SOEDIBYO(PAPIPTEK-L夏PI
INDON£SIANINSTITUTEOFSCIENCES)
L眺 想N肚K脳(日 本 イ ン ド ネ シ ア 科 学 技 術 フ ォ ー ラ ム)'
£RMANAI1?tslULLAH(TheJapaninstituteofInternational
Affairs)
JAぽT£.ilALLINELL(カナ ダ 科 学 会 議)
GllEGORYRUST,P.ENG(カナ ダ 大 使 館)
Dr.BASILWALKER(iNlinistryofResearchScienceandTechnology)
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フ ェ ロ ー の 眼
MAYBEMlSUNDERSTANDlNG
'by×ianghaoHe
lha>ebeenalreadyinJapanforthreemonths,一 Ｔhe
.freshlmPressi◎n-lgotduringthesedaysargasfo川ows.
A.Aboutthec◎untry
臼)Livingc。nditiOnsareg。 。d.Thes。cietymakes
thingsc◎nvenientf◎rPeople曾sdailylife.
〈2)Japanesepe◎plearekinda .nd'enthusiasm.,D。 パt
hesitateto・askthemifyouneedtheir'helP.
(3)・Thereareto。many'opP◎rtunitiesf◎rstudentand
h◎usewifetofinda'parttimej◎b、Thereforei七is
easytoearハalivihginJapan,'
(4)Dailyc◎nsumer9◎odsare∨erye×pensi>e.Wha乞will
hapPenifJapanopenitsmarke七to、foreigncountries?
(5)Thereexisttwok|nd◎fyOU七h!hardwor}〈ing◎nes
inc◎rnPaniesandhiPPiesinParks◎rsometlmesin
streets.Whatdgesthlssltuationiraply?
.(6)Middle-ag白dgeneratlon◎fteno>erwor}くthemself.lt
seemslikethatthew◎rksinc◎mpanyismoreimp◎rilanyt
thanthelifeinhome.Ｔhenwhataretheirentertalnmハent?
B..Abouttheinstitute〆.'
(1)Ｔherearemanye×CellantreSearCh.WOrkShaVebeen
dOneinPaStyearSWhiCh「arenOtOnlyUSefUlf◎rjapan
bUtalS◎UsefUlforde∨elopingcountries,
(2)Therearesomanyforeignersw◎r}くinginthe
instltutethatitIOOkslikethatJaPanis、becoming・a
newscientificandtechnologicalcenteroftheworld.
〈3)ThesuPP◎rtfacilitiessuchascomputer/duplicator
etCarec。n∨enientt。aCCeSsゴ 。rresearchρUrp。ses.'
〈4)Amongtheresearchworksha>ebeend◎neinthe
institute/itseemslikethaセthe◎nesc◎ncerning
backgr◎undin>estigationandhist◎ricalre>ieware
majorityandtheonesconcernin9セheorystudy/
methodologyresearchandspecialPolicyanalysisare
alittlebitless.
(5)inJaPancase!scienceandtecknol◎gypolicylooks
likeha∨ingnotsostron9・effectoncomPanie'sacti∨ity.
Therefereitshouldberethinkthatwhatshouldbethe
mainCOntentSOfPOIiCyreSearChinSUChCirCUmStanCeS、
(6)Theinforma七ionused,forpolicyraaiくingsh◎uldbe
concernedinmajorissues◎fPrinciPle.Thereforeisit
goodforPollcyresearchtoinve$tigaternoreandmore
detailsandParticulars?
What{mensionedabovearejustmyfeelin9.Maybe
lhaVe'madeSO『nemiSUnderStandingOfthereality.
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JAPAN‡FOURMON肥HS工 ぶ里ER
Attempting、aflash-back七 。thepastfouxm皿ths
工'▽ebeenli▽inganddoingxeseaxchinJapan,工should
tircstpointtoaquestiOnoftenaddエessedtomebefoace
comingtoJapanε
t'.ZtreyousunceyOucanwithstand七hecultuxalshoc]く?"
Alth◎ughthismOs七 ユyaskedquestiontoe▽ery
Eur℃peanintendingtostayfoncsoraetivaeinJapanhas
littlemeaning8-asitisaskedbyandaddxessedto
peoplewhobothknowXittユe◎rnothingabOuttheエeal
Japa=n-,itdoesalSOreflecttoaneXtent七hewaymany
pe◎PleiR七heweststilユ 七hinkabOutJapan・
reheyusuaユ1yconsidextheiatexasbeinga
keighbouxonc七hemost
Butisthisxealiytrue?
NOWgafteur1土 ▽ingforacOupleofmonthsinJapan,
aRdha▽ingaユittle(bu七indeedsorae)knowledgeabOut
i七,七hequestioncomesoutinat◎tallydifferen七way.
OfcoumseJapanisincoxpOxatingsomestrange-to
theEu:opeaneye-pictureswithitsuniquemanagement
sぬetuエesandcus七 ◎raSei七ssiユ 皿 七cO㎜u七inqcrowd,i七s
exoticcuisine8andmanyOthexs8bu七axe七hξ ≧se
differencesenoughtosustaintheoldbipoユarcapPsoach
intheエela七ionbetweenJapanandthξ ≧west?
工nvayopinionnota七a1X.Anditisnoton工ythe
factthatduxingthistimeエhavehadtheoppoxtuni七y
tocoopexa七e, ,taユkandexchangeviewswithJapanese
c。Ueagues,aswellas七 。appxeciatethdixSUPP。rtin
comple七elydi£fexentand-possibly-causmgproblems
cultuxalen▽ixonmenic。Acco〕2dingto七hem,aユ 七hOughJapan
iscloseenough七 〇threa七entheEurcopeanmaxrketswith
itscaエs8andhigh-techprcoducts8i七isstillfax
enoughanddiffexentitobec皿sidexedeithexasa
comtioxtabieplacein七hewontd.
thesmalline▽itable.pxOblems七hatreseaxchandiife
ahエoadb工ings・ 工tisalso七he-Onceagainpxo▽enheure-
o!db《§1ief8thatpexsonalitiesarealwaysbeyond
countriesOxappaxentcu1℃uraldiffencences・
聖hisdoesnノ 七 Σneanthattheacearenopxobiemsin
theinternationaユneedandeftioncttobringpeople
closex.OxthatfOreignxeseaxchexsdon♂ 吟しfaceproblems
inこ 「apan.SinceanykindofinfOrmationisasgoodas
七heabili"ヒy七 〇makeuseofit,七imewiiユbeneededat
leastforlanguagepxobiemstobeO▽ercome。
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Butespecially七 〇day,
whenwallsco1Zapse'inEuropebringingpeoplee▽en
closer,whentheproblemseachcountryfacesaffectall
otheエstoo,whenthepos七 －industrialsocietyweξ ≧n七ex
cal工sfoxmoreknowユedge七hroughcommunicationand
cooperation,'
wecannomoreaffoエdusingculturaldifferξ ≧nces
asanexcuseforbeingapaxt.Weshouldbetteruse
similaritiesforbeingclosex.Theydoexis七inall
countriesandinallcultuxes.Now8fourmon七hsユater
thanエcametoＬapan,エcansayitforsuxe・
Geo工geCHRZSTOILOUKAS
Julyl991
3.その 他/OtherTopics
◎ノ＼胃蔓往ラ篠/Staff
O科 学技術政策研究所発足(昭和63年7月)以来、所長を務めてきた川崎雅弘氏が6
月14日付けで退官 されま した。
後 任には、科学技術庁原子力安全局長村上健一氏が同 日就任 しま した。
06月14日付けで企画課長市丸修氏が工業技術院へ転出 し、後任には科学技術庁科
学技術政策局政策課長補佐船橋英夫氏が就任 しました。
○国際 ヒューマ ン・フロンティア・サイユ ンス・プログラム推進機構事務次長 と し
て派遣されていた高木喜一郎氏が6月28日付 けで総務研究官に就任 しま した。
φ科 学 技 術 庁 ネ斗学 技 術 政 策 研 究 所
〒100東 京 都 千 代 田 区 永 田 町1-li-39電 話03(3581)2391,2392
φ1'ationalInstituteofScienceandTechnologyPolicy,
ScienceandTechnologyAgency,Japan
〈.,ADDRESS:1-11-39,Nagata-cho,Chiyoda-ku,Tokyo,100
()PIIONE:03(3581)2391,2392◇FAX:03(3503)3996
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